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病院職員の状況（2018.4.1時点）

•職員数 372名
•常勤医師18名
•看護職員175名
•看護補助者（常勤換算）52名
•事務職員 18名
•コメディカル

薬剤師・OTR・PT・PSW・管理栄養士
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職員統計データ（2017年度データ）

•男女比率 46%：54%
•平均年齢 43.6歳
•平均勤続年数 8.9年 ※過去5年の平均値

•離職率（全体9.4％看護師10.3％新人0%）
•年次有給休暇取得率 14.2日 77.7％
•時間外労働 1人1か月平均 0.5時間
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精神科特有の（社会的な）背景

•心の病＝社会的な偏見・貧困・烙印
•隔離・収容施設という位置づけ
•管理的に陥りやすい
•（劣悪な）病院環境≒（劣悪な）労働環境
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病院風土としての背景

•医療者の笑顔が患者様の癒し
•人を大切にするために

まず自分を大切に
•組合活動（ユニオンショップ）
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看護部
パンフレット
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取り組みの経緯

•2006年 機能評価（ver4）受審
•2009年 人材育成チーム 立ち上げ
•2011年 機能評価（ver6）更新
•2016年 機能評価更新せず
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人材育成チーム

•2009年から活動開始
•多職種による検討会議
•病院運営を多角的な視点でとらえる
「求人」「教育」「改善」
「労務」「評価」「広報」
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労務

改善教育

評価求人

広報

人材育成チーム
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改善チームの取り組み

•接遇向上1分間スピーチ
•サービス向上委員会
•投書箱の回答
•機能評価事務局（2011年度で終了）
•TQM活動（2015年度で終了）
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求人チームの取り組み

•インターンシップ・病院見学会
•就職フェア
•学校訪問、奨学金説明会
•チラシ、パンフ、web掲載、HP
•未来塾（看護学校進学ゼミ）

13



教育チームの取り組み

•年間教育計画（年間100コマ）
•新人研修（4日間）の企画運営
•新人、プリセプター合同合宿
•研修参加履歴の管理
•管監セミナー、新役職者セミナー
•ブラッシュアップセミナー
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広報チームの取り組み

•ホームページの管理
•病院パンフレット、各種パンフ
•広報誌「場ぁ」の企画制作
•創立記念イベントの主催
•情報管理、文書管理
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労務チームの取り組み

•就業規則、36協定など
•法改正への対応

障害者雇用・派遣抵触日・無期化 etc
•職員統計データ
•各種助成金 その他
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評価チーム

•人材育成評価システムの運用
•評価マニュアルの管理
•等級号俸、処遇との連動
•評価者訓練
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「働きがいのある職場づくり」

いわくら病院の仕事内容
いわくら病院の待遇
いわくら病院の職場環境
いわくら病院の人材育成

サポートします
応援します

「社会から求められる病院づくり」

病院（医療）もサービス業
安全＋安心＋笑顔＋癒し
社会の変化に対応できる病院

収入
生活

誇りのもてる仕事
めざす目標があること
人の役にたてること
社会貢献
自己実現…

←これは働く目的というより
働く事情ですね…。

あなたが働く
目的は…？

力を貸してください
応援してください。

あなたに求められる役割は

自分のため、当事者のため、
周りのスタッフのため
自分の存在がまわりにいい影響を
与えられるよう、ほんの少し気配りを

そして、社会の変化、病院の変化に
対応できる柔軟な対応力を

「安定した経営基盤の確立」につながる自分らしい生き方
につながる

自分の目的と病院の目的（経営理念）との関係 ※入職時、就業規則とともに配布して説明

あなた自身の目的 病院の目的（理念）
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人材育成チームと勤務環境改善

厚生労働省リーフレットより抜粋
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勤務環境改善に関連する取り組み
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業務の効率化による勤務環境改善
•会議、委員会の整理

2006年45 ⇒ 2018年33
•研修、会議の時間内実施
•申送り時間短縮（15分以内）
•年間活動報告 ＊
•研修参加履歴入力フォーム ＊
•ヒヤリハット入力フォーム ＊
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年間活動報告

【1月ころ】
各部署、各委員会の責任者に通知

↓
各部署・委員会で年度の振り返り
次年度の課題

↓
【5~6月】
翌年度の診療会議で全体共有
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VBAを使って入力フォームを作成
職員コードを入れると、職員台帳から
氏名や部署などのデータが反映
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人材確保による勤務環境改善
•実習受け入れ、授業の講師派遣
•病院の魅力を数字で見える化 ＊
•あこがれの人を作る ＊
•未来塾 ＊
•限定正職員の導入

etc
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未来塾
•未来の看護師を育てる
•看護助手として働きながら、
看護学校受験のためのゼミ学習
（受験科目、面接、作文対策など）

•奨学金制度や入寮とセットで応援
•毎年合格者あり
•看護助手として定着する場合もあり
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労務管理による勤務環境改善
•タイムカード乖離届 ＊
•年休一括届 ＊
•職員台帳の整備 ＊
•助成金制度の活用

etc
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職員台帳データの整備
• 基本データ（氏名、職種、部署、採用日、‥…）
• 各種ID番号、免許番号 ※マイナンバーは別
• 雇用形態、契約更新月、年休付与月
• 夜勤従事の有無
• 1日労働時間・週労働時間・常勤換算
• 週20〜30時間・週30時間以上
• 派遣も管理職も一つのエクセルで管理

ここからピボットテーブルで抽出
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職員台帳データの管理
• 現時点の職員台帳（原本）は常に最新の状態に
（入職、退職、異動、賃金改定等）

• 毎月、月末月初に、職員台帳（原本）から
「前月末日現在」「今月1日現在」のファイルを
別フォルダに保存
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情報管理・文書管理による勤務環境改善

•iQubeの活用 ＊
•NASの活用 ＊
•セキュリティ
•USB使用禁
•文書管理の一元管理

etc
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iQubeの活用
スケジュールや設備予約管理（スマホと連動）
書式ダウンロード
（組織図、就業規則、賃金表、評価表、
各種マニュアル、届出書式、連絡網など）

院内ニュース配信、メールなど

役職者は1人1アカウント／各部署ごとに1アカウント
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NASの活用 Network Attached Storage

USBがいらなくなる
パソコンのハードディスクを圧迫しない
委員会の議事録など、データをみんなで共
有できる
間違って削除しても、バックアップあり

36

職員サポートによる勤務環境改善

•相談窓口の設置・活用
•メンタルヘルス
•子育て応援 ＊

孤立させない。放置しない。早期対応
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今後の課題
•医局を巻き込めていない
•ホームページ等の更新
•人材チームのマンネリ化
•次世代の育成（後継者）
•勤務間インターバル
•均等均衡処遇
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ご清聴ありがとうございました。
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